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問題． 次の英文は、X 線結晶構造解析の新しい手法に関する Nature 誌の解説

記事から抜粋したものです。これを読んで、以下の設問に答えてください。 

 

(1) 下線部(A)の英文を和訳してください。 

(2) 下線部(B)のother techniquesとX線結晶構造解析との違いを本文に即して答

えてください。 

(3) 下線部(C)がどのような方法か、本文の内容に即して答えてください。 

(4) 下線部(D)がどのような形状かを答えてください（図を用いてもよい）。 

(5) 下線部(E)の英文を和訳してください。 

(6) Inokuma（猪熊）らの新しい X 線結晶構造解析に残された課題はどのよう

なものか、答えてください。 

 

 

  以下、著作権保護のため本文は表示しません 

 

出典：Stallforth, P. & Clardy, J. ‘X-ray crystallography: One size fits most’, Nature 495, 456-457, 28 

March 2013. 
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問題(1)の解答欄（下線部(A)の和訳） 

 

問題(2)の解答欄（other techniquesとX線結晶構造解析との違い） 



問題(3)の解答欄（下線部(C)の方法の中身） 

 

問題(4)の解答欄（下線部(D)の具体的な形状） 



 

問題(5)の解答欄（下線部(E)の和訳） 

 

問題(6)の解答欄（Inokumaらの方法に残された課題） 
 


